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平成 18年 3月期  第3 四半期財務・業績の概況 (連結) 
 

    平成 18年 2月 9日 
上場会社名  株式会社 ＭＡＲＵＷＡ （コード番号：5344 東証・名証第１部） 
（ＵＲＬ http://www.maruwa-g.com）   
代 表 者  代表取締役社長  神戸 誠   

問合せ先  取締役経営企画室長  永光哲也   （Tel 0561-51-0839） 
 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 
平成 18 年 1 月 1 日付けで連結子会社２社が合併しました。（除外はありません。） 
株式会社MARUWA QUARTZ は株式会社MARUWA TFG を吸収合併しました。 

 

２．平成 18 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況(平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 12 月 31 日) 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況           ［百万円未満：四捨五入］ 
 売 上 高 営業利益 経常利益 

四 半 期 （当 期 ） 
純  利  益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年 3 月期第 3 四半期 14,087   18.2 1,241    16.4 1,415     7.0 681  △38.5

17 年 3 月期第 3 四半期  11,913   35.7 1,066   195.2 1,323   141.5 1,107   204.1

(参考)17 年 3 月期 15,529       1,357       1,625        1,225        

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

18 年 3 月期第 3 四半期  62. 67    62. 31

17 年 3 月期第 3 四半期       102. 29         102. 12

(参考)17 年 3 月期 112. 40 112. 18

(注 1) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

（注 2）平成18年 3月期第3四半期、平成17年 3月期第3四半期とも、監査法人による監査は受けておりません。 

 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況           ［百万円未満：四捨五入］ 
 総 資 産 株主資本 株主資本比率 

１株当たり 
株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

1７年 12 月 31 日（当第 3 四半期末）  31,740   26,014   82.0   2,373  03 

1７年３月 31 日（前期通期期末） 

16 年 12 月 31 日（前第 3 四半期末） 

28,466   

   28,523   

24,328   

   23,995   

85.5   

84.1   

2,256  48 

2,226  47 

 
 
３．平成 18 年 3 月期の連結業績予想 (平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日) 
平成 18 年 3 月期の連結業績予想(通期)につきましては、平成 17 年 8 月 5 日に公表した連結業績予
想から変更しておりません。 
 
 
 
(注)上記の業績見通しは、現時点における事業環境及び情報に基づくものであり、リスクや不確実要素を含んでい

ます。実際の業績は、今後の経済情勢、市場環境変化など様々な要因によって、見通しと異なる場合があります。
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平成 18 年 3 月期第 3四半期 経営成績(連結)の概況 (平成 17 年 4月 1日～平成 17 年 12 月 31 日)  
 
当第 3 四半期の売上高は、前年同期比 18.2％増の 14,087 百万円となりました。電子部品市場の需
要回復による恩恵を受け、一部半導体製造関連市場を除き、セラミック部品事業は前年同期比4.5％増
収となりました。照明機器事業は期末に売上が集中するという事業体質であるため、当第 3 四半期の売
上高は 1,642 百万円となりました。 
利益面では、新規開発製品、新規製品群の利益貢献化、M&A取得事業・製品群の事業体質の強化
などの効果により、セラミック部品事業における営業利益は、前年同期比で73.6%増の1,851百万円とな
りました。照明機器事業において△228 百万円の赤字であるため、連結営業利益は前年同期比 16.4%
増の 1,241 百万円となりました。経常利益は前年同期比 7.0%増の 1,415 百万円となりました。 
当第 3 四半期純利益は前第 3 四半期純利益に対して△38.5%減の 681 百万円となっておりますが、
これは当期に役員退職慰労金制度廃止にともなう打切り支給による特別損失 261 百万円、固定資産除
却損101百万円等を計上したためであります。なお、前第3四半期純利益には子会社吸収合併での税
効果 498 百万円が含まれています。 
 
 
セグメント別の概況(連結) 
 
                          (百万円) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セラミック部品事業 部門別の概況（連結） 
 
●四半期別売上高                                               （百万円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セラミック部品事業

1,066

照明機器事業

-

-
合計

1,066
消去又は全社

-
-

連結

1,066

売 上 高 14,087
営 業 利 益 1,241

11,913

売 上 高 -
営 業 利 益 △ 381

1,851

14,087
1,623

1,642

△ 228

売 上 高

営 業 利 益

11,913

営 業 利 益

売 上 高

営 業 利 益

11,913売 上 高 12,445

(16年4月～16年12月)

第3四半期

前期 当期

(17年4月～17年12月)

第3四半期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

回 路 部 門 1,746 1,566 1,479 1,421 1,649 1,576 1,520

機 構 部 門 1,363 1,376 1,257 1,257 1,129 1,117 1,135

高 周 波 部 門 259 270 302 265 344 364 417

EMC対策部門 808 768 720 673 1,096 1,024 1,075

合　計 4,176 3,981 3,758 3,615 4,218 4,081 4,146

当期

（平成18年3月期）

前期

（平成17年3月期）
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●第 3四半期売上高(累計) 
(百万円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回路部品部門 
回路部品部門の売上高は、前年同期に対し△1.0%減の 4,744 百万円となりました。 
アジアにおけるチップ抵抗器版の需要は堅調に推移し、前第 3 四半期と同レベルの売上高となった
ものの、大型基板は顧客の在庫調整による需要減が影響しました。 
窒化アルミニウム基板はパワーモジュール関連の受注が引き続き好調に推移しました。 
 
機構部品部門 
機構部品部門の売上は、前年同期に対し△15.4％減収となる 3,381 百万円となりました。 
石英ガラス製品において、受注低下は回復傾向が未だ見えず大幅な減収となりました。来期に向け
て、工程改善などによる利益確保を進めると同時に、材料開発、ウェハ大型化対応製品の開発を急ぎ、
基盤強化の活動を進めます。 
 
高周波部品部門 
高周波部品部門の売上高は、前年同期に対し 35.3％増収の 1,125 百万円となりました。 
アジア向け通信市場が好調で、基地局向けやレーダー用の製品が堅調な結果となりました。 
薄膜基板は DVD関連分野で売上が伸びており、引き続き増収に貢献しました。 
 
EMC 対策部品部門 
EMC対策部品部門の売上高は、前年同期に対し 39.2％増収となる 3,195 百万円となりました。 
パソコン、薄型テレビ等のデジタル家電が市場を牽引したことによるノイズ対策部品の需要増、インダ
クタなど新製品の寄与もあり、前第 3 四半期を上回る増収となりました。アジア大手メーカーへの拡販も
軌道に乗りつつあり、来期に向けた体制の強化に努めています。 
 
照明機器事業 
照明機器事業の売上高は、1,623 百万円となりました。公共事業分野における道路や橋梁などの照
明機器を扱い、売上が 3 月に集中するという事業体質にあるためですが、通期での売上高は予想値を
上回る見込みです。また、利益面でも期初からの費用削減等の施策の効果が顕在化してくる見込みで
す。 
 
 
平成 18 年 3 月期第 3四半期 財政状態(連結)の概況 (平成 17 年 4月 1日～平成 17 年 12 月 31 日)  
 
当第 3 四半期末における連結の総資産は 31,740 百万円となり、当期 9 ヶ月間の営業活動の結果、前
連結会計年度末と比較して 3,273 百万円増加しました。主な要因は 4 月から新規に連結子会社となった
㈱MARUWA SHOMEI による売掛金等、流動資産の増加分です。同様に、負債の部も㈱MARUWA 
SHOMEI による買掛金等による増加により、1,587 百万円増加しました。また株主資本は 1,686 百万円増
の 26,014 百万円となりました。 
当期間における新規の設備投資額は 1,296 百万円であり、減価償却の実施額は 1,169 百万円でありま
した。 

回 路 部 門 4,791 4,744

機 構 部 門 3,995 3,381

高 周 波 部 門 832 1,125

EMC対策部門 2,296 3,195

合　計 11,913 12,445

前期

(16年4月～16年12月)

第3四半期

当期

(17年4月～17年12月)

第3四半期



1.　四半期連結貸借対照表（要約）
（単位：百万円）

当期 前期 前期

18年3月期 17年3月期 17年3月期

平成17年12月末 平成16年12月末 金額 平成17年3月末 金額

（資　　産　　の　　部）

16,952 14,784 2,168 14,830 2,122

7,340 6,804 536 6,935 405

6,242 4,993 1,249 4,712 1,530

2,959 2,680 279 2,554 405

412 307 105 629 △ 218

14,787 13,739 1,048 13,636 1,151

12,107 11,029 1,078 11,310 797

309 328 △ 19 320 △ 11

2,371 2,382 △ 11 2,006 364

31,740 28,523 3,217 28,466 3,273

（負　　債　　の　　部）

4,171 2,682 1,489 2,412 1,759

1,983 904 1,079 797 1,186

2,189 1,779 410 1,616 573

1,554 1,845 △ 292 1,726 △ 172

224 375 △ 150 335 △ 111

320 859 △ 539 858 △ 539

1,010 612 398 533 477

5,725 4,528 1,197 4,138 1,587

- - - - -

（資　　本　　の　　部）

6,710 6,683 26 6,683 26

9,747 9,710 37 9,710 37

10,068 9,459 609 9,577 492

84 10 75 16 68

△ 362 △ 1,286 925 △ 1,077 716

1 - 1 - 1

△ 235 △ 581 346 △ 581 346

26,014 23,995 2,019 24,328 1,686

31,740 28,523 3,217 28,466 3,273
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資　　　本　 　合　　 計

負債、少数株主分及び資本合計

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

自 己 株 式

そ の 他

資　　 産　 　合　　 計

流 動 負 債

固 定 負 債

長 期 借 入 金

そ の 他

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

固 定 資 産

投資その他の資産

前期比増減 当期中増減

自己株式申込証拠金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

支払手形及び買掛金

利 益 剰 余 金

負　　　債　 　合　　 計

少 数 株 主 持 分

資 本 金

資 本 剰 余 金

退 職 給 付 引 当 金



2.　四半期連結損益計算書（要約）
（単位：百万円）

金額
売上比
（%） 金額

売上比
（%） 金額 率 金額

売上比
（%）

14,087 100.0 11,913 100.0 2,174 18.2 15,529 100.0

9,927 70.5 8,602 72.2 1,325 15.4 11,187 72.0

4,160 29.5 3,311 27.8 849 25.6 4,342 28.0

2,919 20.7 2,245 18.8 674 30.0 2,985 19.2

1,241 8.8 1,066 9.0 175 16.4 1,357 8.7

341 2.4 337 2.8 4 1.3 367 2.4

28 14 13 94.0 22

82 84 △ 3 △ 3.0 113

14 - 14 - 0

160 117 43 37.2 156

57 61 △ 4 △ 6.2 58

- 60 △ 60 - 19

167 1.2 80 0.7 87 108.3 99 0.6

6 9 △ 2 △ 27.8 10

39 40 △ 2 △ 3.8 55

89 - 89 - -

33 31 2 5.6 34

1,415 10.0 1,323 11.1 93 7.0 1,625 10.5

68 0.5 3 0.0 65 2,011.0 3 0.0

362 2.6 310 2.6 52 16.6 448 2.9

- 198 △ 198 - 198

261 - 261 - -

101 46 55 120.5 122

- 67 △ 67 - 128

1,122 8.0 1,016 8.5 106 10.5 1,180 7.6

248 1.8 291 2.4 △ 44 △ 15.0 170 1.1

194 1.4 △ 383 △ 3.2 577 △ 150.6 △ 215 △ 1.4

681 4.8 1,107 9.3 △ 427 △ 38.5 1,225 7.9
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法 人 税 等

通　期

17年3月期

当期 前期 （参考）

18年3月期 17年3月期

第3四半期

増減

当 期 純 利 益

第3四半期

特 別 利 益

為 替 差 益

そ の 他

経 常 利 益

特 別 損 失

営 業 利 益

販売費及び一般管理費

受取利息および配当金

売 上 原 価

税金等調整前当期純利益

そ の 他

役 員 退 職 慰 労 金

受 取 賃 貸 料

連結調整勘定償却額

営 業 外 費 用

支 払 利 息

法 人 税 等 調 整 額

投資固定資産賃貸費用

た な卸資産廃棄損

固定資産除売却損

そ の 他 特 別 損 失

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

売 上 高

投資有価証券売却益

為 替 差 損


